
（
都
の
想
定
）

火
災
危
険
度
ワ
ー
ス
ト
１
位

品
川
区
の
３
分
の
１
が

燃
え
て
な
く
な
る
…

東
京
都
防
災
会
議
が
４
月
18
日
発
表
し
た

被
害
想
定
は
「
東
京
湾
北
部
地
震
Ｍ
７
・
３
、

冬
の
夕
方
・
風
速
８
ｍ
」
で
、
品
川
区
内
で

震
度
７
の
地
域
が
で
る
と
と
も
に
、
ほ
と
ん

ど
の
地
域
が
震
度
６
強
と
引
き
あ
が
り
ま
し

た
。
震
源
が
10
㎞
ほ
ど
浅
く
な
る
た
め
と
の

こ
と
。
中
延
や
旗
の
台
地
域
は
６
年
前
の
想

定
・
震
度
６
弱
か
ら
、
今
回
６
強
で
す
。

そ
の
た
め
、
品
川
区
の
死
者
数
は
１
８
５

人
→
７
７
９
人
に
４･

２
倍
、
火
災
に
よ
る

焼
失
率
は
31
・
９
％
、
焼
失
棟
数
は
２
万
１

５
６
９
棟
。
実
に
品
川
区
の
３
分
の
１
が
燃

え
て
な
く
な
る
と
い
う
想
定
が
出
さ
れ
た
の

で
す
。

命
と
財
産
、
街
を
守
る

対
策
を

ま
ず
地
震
の
一
撃
か
ら
命
を
守
る
対
策
が

必
要
で
す
。
（
区
の
助
成
制
度
の
一
部
を
裏
面

に
紹
介
）

阪
神
淡
路
大
震
災
の
死
因
は
、
家
具
や
建

物
の
転
倒
に
よ
る
も
の
83
・
３
％
、
焼
死
12

･

８
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
家
具
転
倒
防
止
器
具
設
置
助
成
の
活
用
を

共
産
党
は
助
成
を
一
般
世
帯
に
も
広
げ
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

②
耐
震
診
断
・
耐
震
化
助
成
の
充
実
を

１
９
８
１
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
旧
耐
震
の
住
宅
が
対
象
。
ま
ず
耐
震
診
断

は
無
料
に
し
、
お
金
の
心
配
を
せ
ず
に
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。
さ
ら
に
耐
震

日本共産党品川区議会議員
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このニュースについてのご意

見、ご要望をお寄せください。
鈴木ひろ子事務所 中延2-11-7 ℡3783-8833
日本共産党区議団控え室 ℡5742-6818

です

都の新たな被害想定、区の助成制度の紹介
を行いました

５
月
19
日
（
土
）
、
中
延
２
丁
目
の
品
川
区
職
員
待
機
寮
で
鈴
木
ひ
ろ
子
事
務
所

が
「
地
域
防
災
を
考
え
る
つ
ど
い
」
を
行
い
42
名
が
参
加
。
私･

鈴
木
よ
り
東
京
都
発

表
の
新
た
な
被
害
想
定
と
品
川
区
の
各
種
助
成
制
度
の
紹
介
を
行
い
、
震
災
を
イ
メ
ー

ジ
、
ど
う
し
た
ら
命
と
財
産
、
こ
の
街
を
守
れ
る
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

地域防災を考えるつどい

品
川
区



いいぬま雅子

総務委員会 いいぬま雅子

区民委員会 石田ちひろ

厚生委員会 ○なかつか亮

建設委員会 鈴木ひろ子

文教委員会 南　恵子

行財政改革 なかつか亮

◎南　恵子

鈴木ひろ子

議会運営委員会

常
任
委
員
会

震災対策
特別委員会

化
助
成
を
増
額
し
、
耐
震
補
強
工
事

が
進
む
対
策
が
必
要
で
す
。

③
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
助
成
の
活
用
を

耐
震
化
が
難
し
い
場
合
、
命
を
守

る
備
え
と
し
て
の
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
。

６
畳
ま
で
は
ほ
ぼ
無
料
で
設
置
可
能

で
す
。

火
を
出
さ
な
い
、
初
期
消
火
で
燃

え
広
が
ら
せ
な
い
街
づ
く
り
を

火
災
危
険
度
が
特
に
高
い
中
延
、

旗
の
台
地
域
。
一
軒
一
軒
が
火
事
を

出
さ
な
い
対
策
、
出
火
し
て
し
ま
っ

た
火
は
地
域
で
初
期
消
火
す
る
体
制

や
街
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

街
頭
消
火
器
は
町
会
に
よ
っ
て
設

置
本
数
が
違
い
ま
す
。
設
置
希
望
に

応
え
る
よ
う
議
会
で
取
り
上
げ
た
と

こ
ろ
、
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

み
ん
な
で
街
頭
消
火
器
設
置
場
所

の
確
認
や
町
会
の
消
防
ポ
ン
プ
を
よ

り
多
く
の
人
が
操
作
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
、
消
防
水
利
が
ど
こ
に
あ

る
か
、
足
り
る
の
か
の
確
認
、
な
に

よ
り
も
防
災
に
強
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私･

鈴
木
は
昨
年
に
続
き
今
年
も
震

災
対
策
特
別
委
員
会
所
属
と
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
災

害
に
強
い
街
づ
く
り
に
皆
さ
ん
と
と

も
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

（日本共産党 鈴木ひろ子ニュース）

６月21日(木)
午後６：00～

鈴木ひろ子事務所
中延2-11-7 3783－8833
弁護士さんが対応します。

お気軽にご相談ください。

◎は委員長 ○は副委員長

５月25日に品川区議会臨時議会が開催さ

れ今年度の構成が決まりました。

共産党の各区議は左のとおり。

鈴木ひろ子は、建設委員会、震災特別委

員会および消防団運営委員会です。引き続

き頑張ります。

日本共産党品川区議団の

各委員会所属を紹介します

1､家具転倒防止器具設置助成
＜対象＞

①65歳以上のみの世帯

②障害者のみの世帯

③65歳以上と障害者のみの世帯

④要介護3以上の65歳以上の方

がいる世帯

⑤2級以上の障害者がいる世帯

＜内容＞

２万円を上限に、家具転倒防止器

具の選定・購入･取り付けを行う。住

民税非課税世帯は無料、課税世帯は

１割負担。

２、住宅耐震化助成
●耐震診断

簡易診断無料

一般診断12万円の内6万円助成

●耐震補強設計 20万円補助

●住宅耐震改修 補強工事及び建替

えに150万円補助

３、高齢者等耐震シェルター

＜品川シェルター＞：木材を格子

状に組み、既存建物の一部屋の内壁

に取り付けて補強するもの。

対象・高齢者（65歳以上）、または2

級以上の身体障害者がいる世帯。

・年間世帯所得600万円未満

助成限度額：50万円を限度（ほぼ50
万円で可能）

その他、東京都が選定する耐震シェ

ルター等は30万円助成。

品川区の防災対策の助成制度のご紹介

（
品
川
シ
ェ
ル
タ
ー
）


